                                                                  ２００３年１０月２日
｢UBEグループ レスポンシブル・ケア報告書２００３」を発行
宇部興産株式会社

　宇部興産（株）（社長：常見和正）は、宇部興産およびグループにおける２００２年度の環境・安全・健康への取り組み状況を中心とした｢レスポンシブル・ケア報告書２００３」（Ａ４版３２頁・カラー）を発行した。

　ＵＢＥグループは、中期経営計画「Ｎｅｗ２１・ＵＢＥ計画」の中で、重要課題のひとつに「環境重視経営の実践」を掲げており、環境問題、安全問題、健康問題を経営の中心的課題として取り組んでいる。今年度の報告書も当社および主要連結対象会社１２社のデータを含め、“ＵＢＥグループ”として報告している。
　環境安全基本理念および環境安全推進体制、環境安全への取り組みの沿革、ISO等の認証およびその他の認定取得状況等の他、環境保全・保安防災・労働安全衛生・物流安全・製品安全・社会との対話に分けて２００２年度のレスポンシブル・ケア活動の計画と実績を分かり易くまとめている。
　当社は、事業活動における環境保全コストとその効果を定量的に把握・評価し、より効率的な環境保全への取り組みを継続して推進するための重要なツールとして、環境会計を導入している。２００２年度は２００１年度と同様 当社とグループ会社（１２社）を集計対象とし、環境保全コストについては、設備投資２１．５億円・費用８７．８億円となった。経済効果については、グループ外からの廃棄物受け入れ収入等の実収入効果で３８．７億円、省エネルギー推進による節約効果で３２．９億円となった。
　また、ＵＢＥグループでは２０１０年までの中・長期の「地球温暖化防止戦略」を策定し、グループ全体として最終年度のＣＯ２排出量を京都議定書でのわが国の目標と同じ１９９０年度比６％以上削減することを主な目標としているが、２００２年度には既に７％以上削減しており、更なる削減に取り組んでいる。
　国への報告（登録）が開始されているPRTRデータについては、今年度から宇部興産単独とともにＵＢＥグループとしてのデータも新しく追加した。

　産業廃棄物関係では、発生量の推移、リサイクル量の推移、最終埋立量の推移についてグラフ化するとともに、廃棄物有効利用状況を具体的に紹介している。
　その他、環境に優しい技術・製品の紹介についても紹介している。

お問い合せ先

   〒105‐8449　東京都港区芝浦一丁目２番１号　シーバンスＮ館
　 宇部興産株式会社 環境安全部　岡野 喬　（TEL 03－5419－6148）

   〒755‐8633  山口県宇部市大字小串1978－96

   宇部興産株式会社 環境安全部  阿部 正博（TEL 0836－31－1125）

